
患者を助けられなかった場合
・敗北感 / 恥
・でも負けを認めるわけには
   行かないから延命治療を続ける

・心身の負担
・病気を告知されず厳しい治療を行う ( 裏切り )
・自分のせいで ... と責める
・家族の負担を想い、不安になる
⬇たとえ治療が終わっても ...
・完治後もいつまた病気に犯されるかの不安
・病気によるハンデ
　( 副反応 / 勉強の遅れ / 成長発達の遅れ )
・社会からの孤立 , 引きこもり

・24 時間付きっきり
・看護師からの重圧
・病院内の人間関係
・煩わしい業務の押しつけ
・子供への説得
・仕事との両立 / 経済面
・夫婦間でのすれ違い
・悩みを打ち明けられない

・疎外感
・気を遣う
・反抗
・周囲からの偏見の目
・自責
・親までを失う不安

病院内のこどもホスピス病棟

病院に隣接したもみじの家

公園内のコミュニティ型　TSURUMI こどもホスピス

横浜こどもホスピスうみとそらのおうち

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

※がんの場合、入院治療終了後 1 年以内が目安

※例
重度脳性麻痺で症状悪化による入退院を繰り返している
各臓器不全 / 先天性心筋症 / 肺高血圧症 / 先天性免疫不全症 / 重篤な移植後など

一時退院で 月に一度通院 完治の見込みはないが
体調の良い日に家族で

きょうだいの場所 親が休息をとる , 悩みを打ち明ける

※ ホスピス緩和ケア白書 2017　- 小児緩和ケアの現状と展望 -　より作成

52 ４

イギリスの 4 つのこどもホスピスの建築空間に着目し考察した空間計画上の配慮。

■施設を構成する諸室郡は、【居室・家族室・共用スペース・治療 /浴室・慰安所 /聖所・スタッフ諸室】の６つに分類することができた。いずれも、
これら 6 つの機能が入った室が並列し全体を構成していた。

■６つの分類のうち、面積配分は以下の通りだった。
[ 居室 : 平均 10％]、　[ 家族室 : 平均 11％]、[ 共用諸室 : 平均 15％]、[ スタッフ諸室 : 平均 10％] わずかではあるが、共用諸室の割合が高く、施設内で
の生活・学習・交流の場を重視していることがわかった。

■子供が過ごす居室は家族室と離して配置されている。これは 24 時間いつも一緒にいる家族が子供をスタッフに預けて休息する目的による
ものだと推測する。

1. 人の行為や身体性から建築を考える

　命を脅かす病気と闘う子供とその家族が休息することのできる場所、“こどもホスピス”。
ホスピスというのは「暗い・怖い・重い」というイメージを持たれてしまうが、私は決してそうとは限らないと考える。
　ただ彼らは “バリア” という言葉に対して敏感で１番のバリアは社会の眼だと言う。ホスピスに対して悲観的になるのは腫れ物扱いと同等で、それ
こそが障碍になってしまっているのではないか。いつまでも遠ざけた存在にしていると、彼らが快適に過ごせる場の建築提案は永遠にされないことを
私は危惧する。
　 心身に患いを持つ方がホスピスに訪れる際の状況や心境は多種多様だろう。標準的で無機質な空間を提案するのではなく、人の行為や身体性から
生み出された空間に能動的に身を寄せて、休息し、自己と対峙できる、各々の「心地良い場所」を作り出せる建築空間とはどのようなものなのか探究する。

2. こどもホスピスとは

3. 日本とイギリスのこどもホスピス

　ホスピスの語源は、教会が巡礼者に長旅の疲れを癒してもらうために、一時的な休憩を与えること。世界の小児医療の現場でもホスピスは看取りの
場というより、家族や患者に休息を与える場という意味が大きい。

【大人と子供の違い :  “命を輝かせる場所” 】

【イギリスのこどもホスピス 】 【地域の誇りとなるこどもホスピス 】

【小児医療現場の現状 : 家族のケア】

成人のホスピス 小児のホスピス
point 1
ホスピス誕生の起源の違い

point 2
受けいれる対象者の違い

point 3
人生におけるホスピス利用時期の違い

エンド・オブ・ライフケア
(残された時間をどのように過ごすか/穏やかな看取り)

概ね患者本人

長く人生を過ごしてきた上で、
最後を過ごす場所。

レスパイトケア
( 子どもと家族のリフレッシュのための

ショートブレイク /休息 )

患児＋両親＋きょうだい
( 子供は親と過ごすことが大切であり、
きょうだいにも影響を及ぼす。)

まだ成長発達の途中であり、人生にお
けるホスピス利用期間が長い。様々な

経験ができることが重要。

病気の子供 

 両親

きょうだい児

医者 

ホスピスの役割

●“ほっと安らげる場所”

●休息をとって “心を回復
　させる居場所”

●この瞬間を楽しく生きてい
　こうとする “命が輝く場所”

全 14床・有料 /最長 1週間

全 7床・有料 /最長 10日間

全 5部屋・無料 /デイユースとステイ基本 1泊

開設年：2012 年 11 月　　運営：淀川キリスト教病院

開設年：2016 年 4月　　運営：国立成育医療研究センター

開設年：2016 年 4月　運営：公益社団法人 こどものホスピスプロジェクト

全 3部屋・有料 /デイユースとステイ基本 1泊
開設年：2021 年 11 月　　運営：認定特定NPO法人横浜こどもホスピスプロジェクト

病
院
の
一
部

第
二
の
我
が
家

友
達
や
親
戚
の
家

別
荘
み
た
い
な
お
う
ち

『“ホスピス” の意味をより拡張させていく』
日本の制度上の問題を見つめ直し、「医療・福祉・教育」の狭間にいる命を脅かす病気の子供とその家族がほっと息をつくことのできる、「暮らしの中」のこどもホスピスに着目して、豊かな建築空間を問い直す。
“ホスピス” という言葉に込められた、看取りや休息を単に行うだけではなく、その意味を広く捉える、提供する範囲を広くする、ということだ。病院での「医療的ケア」ではまかないきれない部分に手を延ばし、
子供が成長する上で当たり前に必要な「遊び・学び・出会い・成長する場」を充実させること、病院の近くではなく実際に子供が過ごす地域の中に存在して、地域住民にとっても居場所となり、民間運営によっ
て成り立つ、「街の誇り」と思えるような建築を提案したい。

休息の場で、巣づくりを。

-様々な“状況”を構築する、これからの「こどもホスピス」の在り方 -

【こどもホスピスの使われ方の例】

【こどもホスピスの利用者】

「生命が脅かされた状態（LTC:Life-threatening condition）」 の 18 歳までの子供とその家族。

　LTC の病態は下記の①～④に分類される。

①根治療法が奏功することもあるが、うまくいかない場合もある病態（小児がん、先天性心疾患など）

②早期の死は避けられないが、治療によって予後の延長が期待できる（神経筋疾患など）

③進行性の病態で、治療はおおむね症状の緩和に限られる（代謝性疾患、染色体異常など）

④不可逆的な重度の障害を伴う非進行性の病態で、合併症によって死に至ることがある（重度脳性麻痺など）

□命を脅かす深刻な病気ではあるが、常に危機的な状況にあるとは限らず、　生活を楽しめる時もある。

□治療は続いても、病気を抱えながらも地域に戻ることができる子供たちは、こどもホスピスの利用を
終了する。このことは子供にもしっかりと伝え、その後もやりとりは続く。

生命予後が概ね１年以上と想定される。

・予後が明確ではないが、数年以内に亡くなる可能性が高い。

・治療により命を落とす可能性のある疾患の、治療中もし
くは治療直後。

・症状が不安定で、常に命の危険がある状態。

予後予測が困難な疾患・状態だが、現在は身体症状が
安定しており、長期生存できる可能性が高い。

優先度

高 EOL (End of life) 期

急性期・不安定期

慢性期・安定期低

定義 考えられる状態

【こどもホスピスの必要性】

　命を脅かす病気であり、残りの命が短い可能性があっても、子供は毎日成

長しているため、豊かな経験を積み上げることは非常に重要で、精神的な回

復に繋がることもある。さらに、子供を失ったとしても、楽しく過ごしたこ

とが何物にも代えがたい思い出になり、回復に向かいやすい傾向がある。

　こどもホスピスはただ死を待つ場所ではなく、病気の子供の成長を支え、

命を輝かせる場所、亀裂が入る家族のケアも行う。そのような病院以外の場

所が日本にも多く必要であり、設置に向けて活動が始まり出した黎明期に当

たる今こそ、人々に寄り添う建築空間を見出し設計するべきだと感じる。

面積
総人口
小児人口
こどもホスピス

242,500 ㎢
67,886,000 人
12,287,366 人
　　  箇所

378,000 ㎢
126,476,000 人
15,177,120 人
　　箇所

横浜こどもホスピス
2021.11.21に開設

東京こどもホスピスプロジェクト
2022.1.21にクリニック
の一部で開設

北海道

福井

福岡

広島
神戸

京都

名古屋
静岡

埼玉 仙台

津

大阪 TSURUMIこどもホスピス
2016年より運営開始

横浜こどもホスピス

もみじの家

TSURUMIこどもホスピス

淀川キリスト教病院
こどもホスピス

現在、日本のこどもホスピスは全国に 4 箇所。イギリスの
ような病院から独立した民間運営の施設は２箇所しかない。

3-2-1.Helen House 3-2-4.CHASE Children’ s Hospice

3-2-2.Naomi House,
　　　Wessex Children’ s Hospice Trust

25.59%

22.85%

14.17%

13.1%

10.89%

4.95%
8.4%

〈疾患別内訳〉

■先天性疾患・染色体異常　■非進行性の脳障害
■進行性中枢神経疾患　■小児がん　■神経筋疾患
■呼吸器疾患　■その他

2＋12 箇所
(既に設立) ( 設立を目指す )

イギリス 日本

１F

２F

Garden1

Garden2
Garden3

１F

２F

3-2-3.Little Haven Children’ s Hospice

公的な医療機関での小児緩和ケア + 短期入所施設

「こどもの望む場所で
ご家族・仲間と楽しく過ごすことを支える病院

公的な医療機関での短期滞在型医療施設

施設の建設においては 100% 民間の資金

「家のようにリラックスできる団欒の場」

主な財源は寄付、制度に縛られない対応が可能

「病院ではなく “家” であること」

寄付による財源確保、民間による運営

海辺の静かな場所で、向かい側には広い公園が広がる

病気とともにある子どもと家族が
一緒に安心して過ごせる場所

「一部を市民に開放し、地域住民と日常的
に触れ合うことのできる拠点」



調査日　2021.10.8
対応スタッフ：ゼネラルマネージャー保育士

【様々な状況を構築する建築空間】

人々が過ごしたい場や利用方法に応じて
自由な解釈をし、過ごすことができる。

▲下のレベルから池を見る▲下の広場の様子▲対岸から選定敷地を見る ▲バギーに乗り散歩に来る親子 ▲敷地からの眺望

木藤 杏里香ちゃん　　5 歳

❶ ❷

❸ ❸

❹ ❺

土井 大地くん　　10 歳

❶

❹

❸

　川瀬 遥大くん　　3 歳

❾

❶ ❷

❸ ❹

❺ ❻

❼ ❽

❶ ❷
❼

❽

❸～❻

　中島 こまきちゃん　　7 歳

❶ ❷

❸ ❹

❶ ❷

❺ ❹’

【現地調査　施設見学・ヒアリング調査 】

“曖昧な領域を作り出すこと”
“心を誘うきっかけを散りばめること”

■カスタムメイドのケア＝多義的な建築空間
　学校では平等が求められるが、ここではポジティブや不平等が求められる。多様な利用者の
ためのカスタムメイドのケアが求められる中で、ある単一の機能しか果たせない室や、フレキ
シブルに空間が拡張しない室は不向きで、多義的な建築空間が必要である。

■むやみにバリアを無くすのではなく、病気の子供と健常者が共生でき
る空間を
　利用者にとってのバリアは多種多様であり、全てのバリアを無くすことは、子供の成長を止
めることにも繋がる。身体的特徴に着目し、ポジティブに建築に活かすことを考える。また、
自らの身体にあった場所が利用者にとっての心地良さに繋がるだろう。

■建築をもっと立体的に、広く使われるように
　子供がかけていく視線の先に階段や吹き抜けなどがあれば、空間がうまく使われるのではな
いか。

■利用者もスタッフも同じ立場で存在させる工夫
　最低限のバックヤードは用意しつつも、管理者や肩書きという枠を取り外すという意味でも、
格式ばったスタッフルームは不要。

■ティーンエージャーのための場所も作る
現在 TCH が取り組むように、幼稚にはならない空間も考えたい。

■地域住民に向けた顔と利用者に向けた顔を持たせる

■スタッフの利用　■遊ぶ / 過ごす　■宿泊
■共有スペース　　■wc/ 浴室

現在、使われておらず
ティーンのための部屋
へ改装を構想中。

ミュージック
ルーム

センサリールーム

カフェ

集う場所だが少し狭い ...
中央の吹き抜けによる無駄な回遊性のせい？
吹き抜けも下はエントランスなので
人々が過ごす姿は見えない。

個室にテーブルと机が置かれており企業と
の打ち合わせに利用していた。玄関やオフィ
スと離れており、使いにくそう。

①外に対して
「医療的ケア」ではまかなえきれない、患児とその
家族を地域で支えていく。適切に地域に開き啓発
を行うことで、こどもホスピスの理解を深める。

②中に対して
多種多様な人を受け止め、患児のみならず親やきょ
うだいのやりたいことを叶え、休息できる、カス
タムメイドのケアが求められる。

さらに、建築家の先行研究より、『曖昧な領域を作り
出すこと』と『心を誘うきっかけを散りばめること』
という２つの手法を用いて設計提案を行っていく。

多義的な建築 / 人の行為 / 身体性から建築を考える
４人の建築家に着目し、設計手法を学ぶ。

【はじまりの場所】
こどもホスピスは死を待つ終わりの場所ではなく、「生きる」を
支え、未来を見据え、彼らの成長を促す場所である。そのような
こどもホスピスのあるべき姿を踏まえ、杉並の地を横断する「善
福寺川」のはじまりの場所となる敷地を選んだ。

【暮らしの動線のなか】
親の生活圏を考慮しアクセスの良い場所がふさわしいと考えた。
また地域住民から認知されやすく、病気の子供のコミュニティの
一部としてこどもホスピスが存在するためにも、周囲を住宅街に
囲まれ、人々の憩いの場として暮らしの動線の一部である公園内
の一角が敷地に適していると考えた。

善福寺三丁目

善福寺二丁目

善福寺四丁目 関町南二丁目

関町南一丁目

・ -1m

・＋1m

・＋4m

・＋7m

・＋6m

・＋7m

0 50 100(m)

50m100m150m200m250m300m SITE

冬至-日の出 方向 夏至-日の出 方向春分・秋分-日の出 方向

冬至-日の入 方向 夏至-日の入 方向春分・秋分-日の入 方向

区立善福寺保育園
コミュニティーセンター
ゆうゆう善福寺館

稲荷社

遅野井川
親水施設

上の池
内田秀五郎像

杉並浄水所
取水井

東京都水道局
杉並浄水所

遅野井市杵嶋神社
（弁財天）

遅の井の滝

東京都水道局
杉並浄水所

老人ホーム

駐車場

善福寺公園事務所

子供スポーツ広場

善福寺

練馬区立
関町南くすのき緑地

竹下稲荷神社

たけしたちびっこ広場

カフェ

VIEW
杉並区立

善福寺北緑地

大和市神社

ゴルフ練習場

老人ホーム

ボート乗り場

青

梅

街

道

至 吉祥寺駅

至 井草八幡宮

すり鉢状の地形により、1km 先まで眺望が抜ける。

広場

参道

遅野井市杵嶋神社

東京都水道局杉並浄水場

専用駐車場

公園に訪れた人の散歩道

ホスピス利用者
の主動線

4. 日本こどもホスピス界の萌芽　TSURUMI こどもホスピス

5. 使い手の自由な解釈
　　　　　を生み出す建築とは

6. 結論
これからのこどもホスピス

7. はじまりの場所 / 暮らしの動線のなか

8. 動線計画と外部環境による８つのゾーン分け

　　[参考 ]　※車での所要時間
　　TSURUMI こどもホスピスー大阪市立総合医療センター (19 分 )

提案敷地から　　　　　　時間　  診療科　　　　　　　　　　　　　　　　病床数
■荻窪病院
■救世軍ブース記念病院
■河北総合病院
■ロイヤル病院
■東京衛生病院
■杏林大学医学部付属病院

8分
25分
20分
23分
14分
19分

小児科
地域包括ケア/緩和ケア/療養病棟
小児科
医療療養型病院
小児科/緩和ケア内科/在宅ケアセンター
小児科(新生児にも特化)

252床
199床
331床
198床
186床
75床

【行為に着目した分析 】

一連の行為の流れ

『こどもホスピスの建築空間に必要なもの』
それは様々な病状・年齢・成長発達・経験値・家庭環境・バリアを持つ多種多様な人を受け止め、患児のみならず親やきょうだいまでもが休息することのできる
のが「こどもホスピス」だ。そこではポジティブな不平等、カスタムメイドのケアが求められる。そのような場合の建築は、決まりきった機能の部屋が並び、一
義的・均質的な空間となって設計者がユーザーに対し、余地を与えないようなものではなく、様々な状況を構築していくことが可能な建築空間が必要だと考える。

断片的な行為

善福寺川緑地
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和田堀公園 (都立公園 )
1964.8.1
260,502.79 ㎡

環
七
通
り
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環
八
通
り

【善福寺川】
全長 (遅の井の滝～神田川合流 )：11.3km
善福寺川緑地・和田堀公園内：4.3km

善福寺公園 (都立公園 )
1961.6.16
80,264.47 ㎡
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エントランス

大きな部屋？
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テレビ？ゲーム？
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家族で宿泊

遊ぶ

10歳の子はおもちゃ
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樹木 (近 )
隠れ場

樹木 (近 )
隠れ場

樹木 (下 )

広場で過ごす人々

歩道を行き交う人々

建築物

空

東京都杉並区

荻窪病院
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善福寺
公園

提案敷地

配置図兼屋根伏せ図　S-1:800

特徴
(傾斜・人気 )

提案する建築

環境濃淡
(光・風・音 ...)

動線
(主動線・内部動線 )

8 つのゾーン

【 病院との距離 】

静けさ

賑わい

A B

C
D

G H
E

F

ハンモック

ダーツ

卓球台

着替え？

ホワイトボード
工作

公式 HP・YouTube 上の動画・冊子・公式 Instagram に公開されている写真を対象に、LTC( 命を脅かす状態 ) の子供とその家族の行為に着目した調査と分析を行った。

■子供の発意に応じて空間を自由に作り替える

屋外

屋内

水と戯れる
プール , 泡

シャボン玉

道具を
使った遊び
, スポーツ

動物と触れ合う
家族で過ごす

つくる,育てる

子供
＋

スタッフ
＋
親

友達と（子供＋子供）
スタッフ同士
ボランティア

親＋スタッフ

他者との関わり
卒業説明

ゲーム

楽器
演奏

オンライン交流

親同士

勉強イベント

イベント

子供＋スタッフ

料理 食べる

家族で過ごす

工作

座る １人
遊び

テントを張る

浸かる , 寝そべる

■寝そべること

G：
広場と近いが
程良い距離感がある

C：
土に埋もれる
感覚になる

A：
閑静な中に佇む
落ち葉を踏む音

E：
広場から人を引き込む

H：
賑わいを集める

D：
中心となって繋ぐ

F：
子供の声が
風にのって届く

B：
鳥のさえずり
木の葉の揺れる音

見学時のメモ図面や文献などの表面的な調査に留まらず、より寄り添った
調査を行うため東京都大阪府にある TURUMI こどもホスピス
に行き、現地調査を行った。



観察により収集した、こどもホスピスで起こる
行為を [ 少数 ] [ 複数 ] [ 滞在 ] [ 流動 ] の４つの
属性に分類分けする。

行為・状況の混在 / 不確定な機能を持つ

従来：行為が限定されるような
　　　機能が収まった箱たちが並ぶ空間

『曖昧な領域』 『心を誘うきっかけ』
床の仕上げや開口、視線の
操作により、空間の広がり
を生んだり、分節したり、
接続面を調整していく。

利用者の身体的特徴を考慮
し、ポジティブな空間体験と
して個々の自由な解釈がで
き、様々な行為を誘発する。

少数

複数

滞在流動

探検

遊び

おにごっこ

おにごっこ

散歩

気分転換
居場所探し

かくれんぼ

虫とり

カーレース
かけっこ 水鉄砲

雪合戦

砂あそび
雪あそび

草いじり
耕す
水やり
種植え
収穫

おままごと
ビニールボール流し

ランチ
お茶会
パーティー情報交換

ボード
カード
TV

ブランコ
テント
ベッド
ハンモック

ボールプール
プール

お風呂
泡風呂

工作
勉強
読書

スタッフ業務
楽器演奏
カラオケ

パソコン作業

卓球
バドミントン

ビリヤード

交流
打ち合わせ

愚痴を言い合う
涙を流す
笑い合う
共感しあう

講演会
親子の会
紙芝居
映画鑑賞
展示
トークショー
音楽会

ボール遊び
シャボン玉

ダンス

写真展
動物触れ合い

イベント

競争
遊び

他者と入り混じる

歓迎とお見送り
ゲーム

くつろぐ/憩う

浸かる

集中

注目を集める

食べる

遊び

つくる

料理
育てる

集う

少数

複数

滞在流動

細分化した行為をただ場

所ごとに当てはめていく

ことは、設計者が空間内

で起きる事象を制限する

ことに繋がると私は考え

る。そこで、行為を誘発

するような空間的性質を

当てはめるという工程を

一段階加える。

形や大きさなど特徴の異なる A～H の８つのボリュームには、様々な小さな行為
を誘発する空間的性質がパッケージ化されている。１つ１つのボリュームには固
定的な名称をつけることはできず、これが行為を制限してしまう決まり切った機
能を内包する箱の寄せ集めとは異なることを意味する。

８つのボリュームを再接続する際には、接続面と動線を調整することで、全体とし
て多様な空間が隅々まで編み込まれた空間とした。ある程度大規模な建築をいきな
り多様な空間として設計するのは難しいが、複数の立体的なパッケージブロックを
設定したところが大きな特徴である。

子供から大人、病気の有無、様々な身体状況の人を
受け入れ、それぞれにあったカスタムメイドのケア
が行われるこどもホスピス。その際の建築空間は、
多種多様な居場所により、行為が混在し、様々な状
況を構築することが望ましいのでは？

８つのボリューム

工作

行為の分類わけ

行為に適した空間的性質

9. 様々な状況を構築するための設計手法 10. 属性の異なる空間的性質を挿入しパッケージ化した 8 つのボリューム
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WC
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宿泊室

水に浸かる部屋

注目を集める場所

心を誘うきっかけ：体の向きやサイズの異なる家具

心を誘うきっかけ：子供しか入れない部屋 心を誘うきっかけ：
500mmのレベル差

心を誘うきっかけ：
隙間から奥の空間が見えるレベル差

心を誘うきっかけ：
天井からつり下がるレール・へこみ

心を誘うきっかけ：多様な使い方を生み出す抽象的な遊具 心を誘うきっかけ：見えない窓/足元の窓 心を誘うきっかけ：通り道にある居場所

休む空間
中庭
外を引き込む場所

くつろぐ部屋
宿泊室

料理を作る場所
アイランドキッチン

静かな空間

自分だけの空間

内部のような外部
テラス

/上を見上げる窓・光の操作
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WC
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家具の操作
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○○
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一人になれる場所
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軒下空間

料理をつくる場所
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バックヤード
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A

A’

B-B’ Section　S=1:200

宿泊室の離れのように使われる。

静かな空間

この部屋には光が溜まり、地中に
埋もれていながらも外を感じる。

500mmの段差に腰掛けることで、車椅子
に乗る子供と同じ目線になることができる。

500mmの段差に腰掛けることで、車椅子
に乗る子供と同じ目線になることができる。

トイレ同士の隙間にある居場所。子供がトイレ
に行っている間もそばで待つことができる。

700mmの段差と足元の窓。
事務所から遊び場の様子を伺うことができる。

小窓から様子を伺うことができる。

棚越しに奥に広がる空間
を垣間見ることができる。 地域住民の通り道

事務所 貸し部屋
チャリティショップ

グラウンド

物品庫

通り道の居場所
子供の目線では外の景色が見えない場所に開口を
あえて開けた。しかし、上のレベルまで上がると
大人と同じように外の様子を見ることができる。

自分だけの空間
おもちゃに囲まれる小さな空間。子供だけが入ることができる。

斜面に沿ってあいた開口。
地中に埋もれたような感覚になり、外への意識が向く。

料理をつくる場所
大きなアイランド型のキッチンでみん
なで囲んで料理をつくることができる。

休む部屋
遊び疲れた子供が一休みしたり、スタッフの寝る部屋になっ
たりと状況に応じて使われる。

気持ちを整える場所
エントランスから入って中に突き進むのが怖くなってしまっ
た時、入り込むことのできる場所。奥に広がる空間を見なが
ら、何して過ごそうか？と気持ちを整えることができる。

朝日が差し込む。

プライベートな外部

B-B’ Section　S=1:200

公園内の広場

閑静な住宅街側からこどもホスピスに向かうアプローチ。

広場側から通り抜けの道を見る大きな階段は居場所になる。公園の中のできた新たな顔。こどもホスピスについて知ることができる啓発の場
としてのギャラリーやホール、チャリティショップに加え、カフェや貸室、
通り抜けできる道、休憩できるベンチなど地域住民に貢献し、街の誇りともなる。

2階の通り抜け道とグラウンドの間の空間。心を誘う地面のくぼみと上から張り
出すでっぱり。くぼみに座ったり、ボールを入れたり、毛布やクッションを持
ち込んでこっそり居眠りしたり ... 穴を塞ぐ什器を入れると、大きな空間にイベ
ント時には地域住民を招く空間になる。

大きなキッチンから 500mm 下がった空間。この段差は、椅子、しゃが

んだ時の背もたれ、レクチャー会や講演会の際のステージにもなる。

2 階の様子。座ることで外が見える窓。通り道との間にある 500mm の

レベル差が程良い距離感を生み出す。

2 階の大きなキッチン。多くの人が集う場所でありながらも、奥の階段下の居場所はしゃ
がんで入り込みたくなる空間に。このように反するような空間も一体になって、利用者の
解釈次第で、空間の捉え方が変わる。


